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     第 28回戦争遺跡保存全国シンポジウム 信州まつもと大会 
運営委員 田中 剛 

 

 8月 23日(土)から 25日(月)にかけて、松本の市街地から北方の松本第一高等学校を会場

に、全国から延べ 300人の参加者が集まり、酷暑の外気温と同様に熱い内容の講演や報告

が、また 2日目には分科会での様々な事例発表が繰り広げられました。今年のテーマは「戦

後 80年を迎え戦争の真実をどう伝えるか ～戦争遺跡の保存・文化財指定・活用を考える

～」と、まさに節目を意識した大会となりました。 

 

大会初日 8 月 23日(土)、開会挨拶ののち今大会の実行委員長であり国立歴史民俗博物館

教授の大串潤児氏による記念講演「戦後 80 年を生きる～戦争に向かいあう心理と論理」が

行われました。 

 はじめに地元長野県の戦争遺跡論に触れられ、捨て石とされた沖縄から始まり、松代への

大本営移転計画やその他の軍事・軍需施設の県内移転など、本土決戦体制の構築に向けた動

きを色濃く残す地域であること、それにより軍民混在・労働力動員など、地域社会の軍事化

の局面もあったと指摘されました。あわせて、現在の沖縄のように軍事施設と同居の状況が

生まれる中、「日常生活と戦争という視角の弱さ」も認識すべきだとの指摘がありました。 

また戦後 80 年にあたる現在に触れ、1980 年代以降に本格化した戦争遺跡論は、当ネット

ワークのシンポジウムも含め遺跡保存に多くの成果を上げ、「戦争そのもの」を見る視点を

豊富にしてきた反面、地域開発などによる遺跡消滅の現状を憂慮されていました。 

 次に現在の戦争責任論について、高等学校の「歴史総合」の教科書を例にされ、日本軍の

戦争犯罪についての記述は格段に充実してきているが、基準が変わり検定の圧力が再び強ま

りつつあること、そして民衆レベルの責任は記述されておらず、加害と被害の位相について

議論が必要であること、また植民地支配については「された側」からの視点の充実と対話が

大きなテーマであるとのことでした。 

結びに、情念と知性をもってモノや遺跡

それ自体がもつ問題提起力を認識し、戦時

社会そのものを総合的に把握することが大

切だと述べられました。 

休憩を挟んで、当シンポジウムを主催す

る全国ネットワーク共同代表である出原氏

から、基調報告「戦争遺跡保存運動の現状

と課題 2025」が行われました。 

各地の戦争遺跡保存に向けた取組みにつ

いては、ここでは割愛させていただくこと

として、文化財指定・登録の動向について

の数値的な内容をご紹介します。 
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 昨年 8月現在の指定・登録総数は 386件でしたが、今年は微増ながら 390 件となっている

とのことです。それを分野別にみると、陸軍関係が 145件、海軍関係が 96 件、民間その他

が 149件となり、それらは 1 都 1道 2府 38 県に所在しています。また、指定・登録の内訳

でみると国指定が 45件、県指定が 27件、市区町村指定が 173件、国登録文化財 105件、市

区町村登録文化財 22件、道遺産・地域文化財 18件となっています。 

 ここで新たな指定文化財として注目されるのは那覇市の首里城下に存在し、大戦末期に沖

縄県民に苦難を強いた第 32 軍の司令部壕が県の史跡指定となったことでしょう。むろん、

私たちがガイドする日吉台地下壕においても、ぜひそのような行政をからめた流れをたどっ

て同様な取組みが早期に具現化・推進されることを願ってやみません。 

次に「2本の地域報告」が行われ、まず「松本の戦争遺跡 16 年間の変化」について、松

本強制労働調査団の平川氏から報告がありました。第 13回全国シンポジウムが松本市で開

催されてから 16年間が経過し、当時から現在までの変化の状況が資料画像を投影しながら

紹介されました。戦争遺跡のうち軍需工場跡 2件と旧陸軍飛行場、歩兵連隊糧秣庫の新たな

4か所に説明板が設置されたこと、現在ではその一部は文字が薄く読みにくくなり、改修の

必要性を感じていること、また、そのうちの歩兵連隊糧秣庫は 2012年に国の登録有形文化

財になったとの報告がなされました。 

 そして現在は、陸軍墓地(忠霊塔)の耐震補強工事が行われている反面、憲兵分隊長官舎と

銃剣演武場が、開発により残念ながら宅地化されてしまったとのことです。また戦争遺跡で

はありませんが、市の図書館と文書館への平和コーナーの設置と市のホームページ内の平和

ミュージアムで、歴史や戦争遺跡マップなどを紹介しているとのこと。今後も、戦争遺跡の

持つ正しい歴史を継承していかなければならないと結ばれました。 

続いて「登戸研究所の伊那谷への疎開から、戦後 80年を考える」と題して、登戸研究所

調査研究会の松久事務局長から報告がありました。登戸研究所といえば、言わずと知れた旧

陸軍の化学兵器開発・偽札製造・風船爆弾などの秘密戦を担った秘密謀略機関ですが、1945

年 3月に本土決戦を想定して、川崎市から長野県南部の現駒ヶ根市各所にも疎開したことに

より、地域住民の動員もありました。 

 戦後の 1989 年から地域住民が当時の実態解明のため調査を始めて以来、その結果を積上

げて 2024年 10月に「駒ヶ根市登戸研究所平和資料館」の開設に至りました。その詳細につ

いては、後段の 3日目フィールドワークに参加した仲間の、現地からの報告記事に委ねるこ

とにして、ここでは割愛させていただくことにします。 

かくして大会 1日目は盛会のうちに終了し、2日目に行われる分科会報告にも期待をつな

ぐ充実した内容と余韻を残しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 28 回戦争遺跡保存全国シンポジウム信州まつもと大会 実行委員のみなさん 
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◇第28回信州まつもと大会分科会レポート一覧 

 【第１分科会（保存運動の現状と課題）】   

 No 氏名 所属団体 レポート題名  

 1 
中田 均    

志良堂 仁 

浅川地下壕の保存をすすめる会   

沖縄平和ネットワーク 
３モデルで沖縄の戦争遺跡を探ってみよう  

 2 北原 高子 ＮＰＯ法人松代大本営平和記念館 松代大本営の全体像と構築の意義  

 3 中瀬 将史 ＮＰＯ法人松代大本営平和記念館 松代大本営地下壕のガイドの課題と工夫  

 4 中田 均     浅川地下壕の保存をすすめる会 戦後８０年 伊豆の特攻基地の現状  

 5 牛島 貞満 戦争遺跡保存全国ネットワーク 沖縄戦と第３２軍首里司令部壕  

      

 【第２分科会（調査の方法と保存整備の技術）】   

 No 氏名 所属団体 レポート題名  

 1 
鼎 丈太郎  

鼎 さつき 
戦争遺跡保存全国ネットワーク 瀬戸内海の戦争遺跡ードローン計測速報  

 2 橘 尚彦 戦争遺跡に平和を学ぶ京都の会 
中国・張家口の日本軍「丸一陣地」遺構 

ーグーグルアースによる調査の試みー 
 

 3 岡上 萌子 戦争遺跡保存全国ネットワーク 前浜掩体群４号掩体の調査について  

 4 平川 豊志 松本強制労働調査団 松本市の戦争遺跡 １６年間の変化  

 5 

工藤 洋三  

岩脇 彰  

山本 達也 

戦争遺跡保存全国ネットワーク 模擬原爆パンプキンの組成分析・組織観察  

      

 【第３分科会（平和博物館と次世代への継承）】   

 No 氏名 所属団体 レポート題名  

 1 亀岡 敦子 日吉台地下壕保存の会 特攻隊員・上原良司の生涯から学ぶこと  

 2 芹沢 昇雄 ＮＰＯ法人中帰連平和記念館 中帰連記念館の近況報告  

 3 伊藤 泰正 
豊川海軍工廠跡地保存をすすめる

会 
平和公園開園から７年、成果と課題  

 4 
わかぞう  

グループ 
松本強制労働調査団 「作業」がつなぐ、若者がつながる  

 5 奥村 英雄 戦争遺跡に平和を学ぶ京都の会 沖縄平和ツアー報告  
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◇第 3 分科会報告  

特攻隊員・上原良司の生涯から学ぶこと    副会長 亀岡敦子 

 

はじめに 
 本年は、世界中を戦渦に巻き込んだ第 2 次世界大戦が終わり、80年経った。終結後の世

界はあまりに悲惨で、人々は、国際連合のような世界的機関をさまざまに創設し、戦争や武

器に関して、また人権に関しても、知恵を出し合い条約を作ってきた。 

 しかし 80年後のいま、振り返ると、世界中で内戦や戦争は頻発しているし、さらに殺傷

能力の高い武器や爆弾で人や動物の命が奪われ続けている。そして、戦争の愚かしさと悲惨

さを身をもって知っており、語り伝えることのできる戦争体験者が、急速に少なくなってい

ることに愕然としている。いま 90歳の方ですら戦中は小学生である。 

山田朗明治大学教授は『兵士たちの戦場』（岩波書店）の冒頭をこのように書き始めた。 

 

〈戦争の記憶〉の希薄化 

  〈戦争の記憶〉の希薄化が語られるようになってすでに久しい。戦争の時代を生き 

〈体験〉が、継承対象者を意識したり、あるいは継承者によって引き出されることによ

って〈証言〉となり、それら体験世代の次世代・次々世代に継承されつつ再構築されて 

〈記憶〉となる。だが、時間的な経過は、〈記憶〉の継承だけではなく、忘却・消滅をも

必然的に生み出していく。 

 

実に個人的な、記憶や体験を、それも戦時下というその個人によってその環境は大きな差

異があったであろう事象を、どのような工夫をすれば、聴いた人、読んだ人が、自分に引き

寄せて考えられるであろうか。私は、思わぬ幸運から知ることになった、慶應義塾大学出身

の特攻隊員上原良司から、戦争の実態を知るために研究を重ねた。 

 

⑴ 上原良司を通して継承する試み 
私は、40年ほど前に、横浜市港北区日吉に居を定め、その後誘われて「日吉台地下壕保

存の会」の運営に関わった。会の活動を通じて得たものは多いが、なかでも、『新版 きけ 

わだつみのこえ 日本戦没学生の手記』（岩波書店）の冒頭の「所感」で有名な上原良司の

遺族と懇意となり、様々な展示会に遺品を拝借できたことがあげられる。また何度も安曇野

の上原家に通ううち、上の妹の清子さんはじめ、上原家ゆかりの人たちとまるで親戚のよう

に親しくなったことだ。おかげで 2002年に刊行した岩波ブックレット『いま特攻隊の死を

考える』（白井厚氏・渡辺賢二氏・亀岡敦子の共著書）に、「特攻隊員・上原良司が問いかけ

るもの」という章を書くにあたり、幼馴染や戦友を大勢紹介してくださったので、大いに助

けられた。 

また、千葉県在住の末妹上原登志江さんと、

上原寅太郎さんがお世話になった青木茂登一氏

の孫にあたる房子さんとは、東京や日吉で何度

もお会いした。ほかにも、東京でお世話になっ

た竹林克明さん・良司が学生時代に心を寄せた

神村（師岡）みゑ子さん・佐賀県目達原基地で

好意をもった渡部（江口）瑠璃子さん・初恋の

人石川冾子さんの弟さんにもお会いした。どの

方もみな、上品で優しく、不条理な死を遂げた

人たちへの哀悼の気持ちでいっぱいであった。

またこの方たちを通して、戦前戦中の良司たち

が住んでいた世界を、少しは理解できた。 発表される亀岡敦子氏 
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安曇野に通い始めてしばらくは、本を書けるとは思っていなかったので、よくある聞き取

りのように、テープを回すことも質問書を作成することもなく、まだお元気だった清子さん

の運転で、有明の美しい景色を楽しみ、信州そばのお昼食をご一緒したりと、楽しかった思

い出が沢山ある。いまも録音はしないけれど、30年に余る交流から得るものは多い。 

 

⑵ 書籍で上原良司を継承する 
私の上原良司に関する書籍（共著書）は、その後 2冊出版された。『本土決戦の虚像と実

像』高文研 2011 年と、『日吉台地下壕 大学と戦争』高文研 2024年である。両著とも、私

は上原良司についての章を書かせてもらった。また 2010年頃から、福澤研究センターが慶

應義塾の塾員及び塾生である上原 3兄弟の遺品遺稿の目録作成に着手した。4千点まではリ

ストに並び、「資料集１」は刊行したが、まだ道半ばである。 

 

⑶ 講義で上原良司の生き方を語り伝える 
福澤研究センターは講義を通して語り継ぐ手段を与えてくれた。2019年から始まり、「福

沢研究センター設置講座 近代日本と慶應義塾」という講座名で多彩な講師が名を連ねてい

る。私もその末席にすわり、「上原良司を通してみる戦争の時代」という演題で、良司の後

輩たちに、良司が通ったそのキャンパスで、彼の生涯を伝えている。学生たちは短いコメン

トを書いているが、初めて知ったであろう当時の学生の思考や、良司の遺稿に込められた本

音や願いを良く読み取っていると思われる。ほとんどの学生が、私が伝えたかった核心をと

らえていることに感銘を受けたが、ここで一人のコメントを紹介させていただく。 

 

  高校までに行われる歴史の教育では、国の動き・政治体制・国民の思考の方向性な

ど、世界全体の流れを理解することに重点を置いている。しかし、亀岡さんの研究のよ

うに戦死者や兵士それぞれの個人に焦点を当てて戦争を分析することでしか、遺族や周

囲の人の心情を理解することはできないと感じた。亡くなった塾生の考え方が遺書から

詳細に明らかになることもよくわかった。平和教育の中で、戦死者個人の事実に注目す

るという視点を追加することはとても重要なことではないかと考えた。 

 

本筋をついた貴重な意見である。正確な事実のみが人の心に通じる、との思いで講演会や

授業を行ってきたつもりであるが、それは間違ってはいなかったようだ。許されるなら、理

不尽な死を遂げた上原良司の生涯を通じて、世界中の戦死者に思いをはせる、そんな講話を

したいと願う。 

 

 

◇フィールドワーク 駒ヶ根市登戸研究所平和資料館、見学記 
運営委員 岸本正 

 

 去る 8月 25 日（月）、戦争遺跡保存全国シンポジウム信州まつもと大会、フィールドワ

ーク（一日コース）として、駒ヶ根市中沢に昨年秋に開設されたばかりの登戸研究所平和資

料館とその周辺の関連施設を見学する機会に恵まれました。 

 松本駅アルプス口を大型バスで出発すること1時間半あまり、中央道駒ヶ根インターを降

りゆったり流れる天竜川を渡河し、同市中沢にある中沢小学校に隣接する資料館に到着しま

した。市の文化財に指定されている明治期の木造校舎（当時は中沢国民学校）を利用した民

俗資料館の一室に登戸研究所関係資料が密度高く展示されています。山田朗明大教授による

と、研究所関連の建物で現存するのは、川崎市生田の資料館とこちらの2カ所しかない貴重

な建物であるとのことです。管理は駒ヶ根市立博物館によるもので、現在では旧教室の一室

のみ使われていますが、今後拡張の予定があるとのことです。 



２０２５年１０月２３（木） 第１６３号                   （６） 

終日、登戸研究所調査研究会の伊藤一幸氏（元神戸大学大学院教授、宮田村教育委員）の

ガイドを受けました。まず、近隣の香花社という神社に案内され、こちらの神楽殿では当時

十代の学生を使ってハハリュウと呼ばれる缶詰爆弾の製造にあたっていたといいます。女子

学生が爆薬を 3☓5☓15cmの箱型金属容器に詰め込み、男子学生がハンダ付けで密封すると

いう危険な作業にあたっていたということです。天竜川の河原で実地に爆発実験を行い、そ

の威力を確かめたそうです。松代移転予定だった大本営の防衛、本土決戦にまで備えていた

ことが伺われますが、実際の効果はどれほどであったか窺われます。また、戦後この近くを

流れる川に爆弾の原料となる黄燐が一斗缶に入れられて廃棄され、子どもたちがそれをすく

って遊んでいて火傷をする事故もあったとのことでした。 

 次に資料館内を見学しましたが、入口には研究所で使っていた蒸留のための実験器具など

が展示され、当時の化学実験の様子が偲ばれます。敗戦直後、多くの資料・器材は大きな穴

に埋没・焼却処分されたとのことですが、一部はよく残されたものだと思いました。校庭に

埋設処分された缶詰爆弾が、翌日大爆発したこともあったといいます。 

 展示室に入ると、明大生田キャンパス資料館にあるものと同様、風船爆弾の模型が目をひ

きます。これは、4つあった科のうち物理関係全般を扱っていた第一科が開発していたも

の。上伊奈地方には主に爆薬や毒薬など化学関係全般と器材製造全般を扱う二科・四科が疎

開してきたとのことです。 

 研究所疎開に関する当時の行政書類が近年発見され、疎開の証拠として展示されていま

す。注目すべきは、「研ウ３号薬」とのラベルが貼られた木箱です。研究所員だった伴繁雄

氏の著書『陸軍登戸研究所の真実』（2001）によると、それは小型・中型爆破兵器として使

われていた薬品でした。爆弾兵器製造の確かな証拠品のひとつです。 

 今回初めて知ったのは、研究所が上伊奈に疎開してきた理由のひとつに、研究所幹部に北

澤隆次氏という地元出身者がいたということです。この方は、戦後しばらく赤穂高校平和ゼ

ミナールを指導されていた木下健蔵氏と交流をもち、様々な情報提供をされた方でした。 

 また、缶詰爆弾の製造には地元産の活性白土という土壌を混入し、爆発の緩衝剤として使

用されていたという説明は興味深く聞きました。文献や聴き取り調査だけでなく、容器に残

る微量の薬品を化学的分析にかけるなど調査研究会による調査方法にも感心しました。 

 午後からは再び天竜川を渡り、対岸にある真慶寺という寺院に案内されました。伊奈盆地

を西から見渡すことができる小高い丘の中腹にある曹洞宗のお寺です。こちらは、登戸研究

所の本部として使われた場所で、所長の篠田鐐中将が秘密裏に詰めていて、ここから各所に

分散する施設の様子を見守っていたとのことでした。本堂の畳をすべて剥がし板張りにして

使われたそうで

す。あいにく法

事のため内部は

見学不能でした

が、近隣の公民

館に並べられた

研究所が所蔵し

ていた書籍を拝

見することがで

きました。細菌

学や化学関係だ

けでなく多数の

洋書や世界地理

の本があったの

が興味深く思い

ました。 登戸研究所平和資料館（民俗資料館）玄関 （入口に立つ方がガイドの伊藤一幸氏） 
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続いて、伊藤氏のご自宅の土

蔵内に案内され、こちらには

「上伊奈郡宮田村陸軍登戸研究

所御中」と記された木札が残っ

ており、その他研究所本部で使

われていたと思われる事務用品

などもあったといいます。伊藤

氏は、植物学がご専門ですが登

戸研究所の歴史について調べ始

めるきっかけとなった発見だっ

たといいます。 

 さらに近隣で中央道のすぐ下

に鎮座する元宮神社を見学。こ

ちらの舞台には、当時一般には

不足していた砂糖・油・布など

陸軍の物資が大量に保管されていたといいます。中には大量の新札が詰められた木箱もあっ

たとの証言もあるそうです。 

 今回の見学はここまででしたが、研究所の疎開先は、東伊奈国民学校・赤穂国民学校・飯

島国民学校など他所にも数カ所あり、長野市に近い松川村・池田町には第一科が疎開するな

ど広範囲にわたっていた事実が分かりました。 

 また、登戸研究所調査研究会では定期的に明治大学文学部山田朗教授などを招いて、市民

に向け講演会などの催しを行っていることの紹介もあり敬服しました。さらに、地元赤穂高

校にいらした故木下健蔵氏による平和ゼミナールの活動も紹介され、「大人には話したくな

いが、君たちには話そう」となった聴き取り調査の熱意には感心させられました。 

 今回の見学であらためて認識したのは、これらの施設は、川崎市生田の研究所が戦争末期

に一時的に緊急避難（疎開）したものではなく、信州移転を準備していた大本営防衛のた

め、地元の既存施設を使って新規に組織的・計画的に配備されたものであったということで

す。それは、本土決戦をも覚悟していた最終的かつ無謀な抵抗手段であったことが強く印象

づけられました。案内していただきました調査研究会、伊藤一幸氏には深く感謝申し上げま

す。 

なお、伊藤氏の地元での講演の様子が以下 YouTubeで見ることができます。 

https://youtu.be/pvmFN0to5c0?si=m0najmcx-3jSQuI7&sfnsn=mo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

爆薬を入れていた木箱 

 

研究所本部として使われた宮田村真慶寺 

 

https://youtu.be/pvmFN0to5c0?si=m0najmcx-3jSQuI7&sfnsn=mo#inbox/_blank
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◇大会アピール 

第 28 回戦争遺跡保存全国シンポジウム 信州まつもと大会アピール 

「戦後 80 年を迎え戦争の事実をどう伝えるのか 

         ―戦争遺跡の保存・文化財指定・活用を考えるー」 

 
2025年 8月 23・24・25日、長野県松本市の松本第一高校を会場に、延べ 300人が参加し

て第 28回戦争遺跡保存全国シンポジウム信州まつもと大会が開かれました。松本での開催

は 16年前の第 13回大会に次いで 2回目の開催となりました。前回に引き続き会場のご提供

をいただいた松本第一高校、またご支援をいただいた松本市、松本市教育委員会、地元メデ

ィアのみなさまに心より感謝申し上げます。 

 

松本は大正時代に歩兵 50連隊、後に 150連隊が駐屯し、満州事変以降は中国戦線・太平洋

戦線に派遣されて侵略戦争を遂行しました。市内には兵営・射撃場・陸軍墓地・軍隊のため

の遊郭など軍に関わる施設が広がり、松本市の北方、有明村（現安曇野市）には広大な演習

場が設けられました。このように松本は「軍都」の性格を強く持っていました。アジア太平

洋戦争末期には三菱重工業が松本に疎開してきましたが、さらに空襲を避けるため周辺の山

地に地下・半地下の工場を建設することになり、多くの中国人・朝鮮人が強制労働により使

役されました。郊外での陸軍松本飛行場の建設工事でも朝鮮人労働者が働かされています。

このように松本市は、多くの外国人労働者に対する強制労働が行われた場所として、侵略戦

争の事実を伝える重要な遺跡を多く残しています。松本市では戦時下外国人労働者について

の調査報告書が出版され、市内の 4か所の戦争遺跡に説明板を設置したこと、平和推進派や

平和ユースネットの活動を展開するなど進んだ取り組みがおこなわれてきました。しかし戦

争遺跡の文化財指定という点でいえば、信州大学赤レンガ建物は国の有形登録文化財になり

ましたが、松本市による戦争遺跡の保存・指定は進んでいません。 

 長野県全域を見ても、朝鮮人・中国人・連合国軍捕虜に対する強制労働の傷跡が各地に残

り、松代大本営や登戸研究所の疎開に関わる遺跡など、本土決戦に向けた戦争遺跡も多く残

されていますが県内で戦争遺跡として文化財指定された戦争遺跡はわずか 8件にとどまり、

その遅れが指摘されています。私たちは、長野県および松本市が、戦争遺跡について一刻も

早く調査・保存、指定・活用に踏み出すことを強く要望します。 

 指定・登録された戦争遺跡は、現在全国で 390件が確認されています。戦後 80年を機に

戦争遺跡や戦争体験にまつわる記録などに注目するメディアが急増しました。戦争遺跡を

「語り部」として保存し活用することの必要性は市民のあいだに定着してきたと言えます。

広島市の旧陸軍被服支廠が国の重要文化財に、また那覇市の 32軍司令部壕が沖縄県の史跡

に指定されるなど、市民の声と運動が行政を動かしています。国も軍事を含めた近代の遺跡

について、地域一体となった保存・活用を進める方向を示しており、今後の具体的な保護策

の進展がまたれます。一方、島根県大社基地、兵庫県門崎砲台の例に見るように戦争遺跡の

解体も急速に進んでおり、戦争遺跡保存がまったなしの状況であることに変わりはありませ

ん。特に、広島県大久野島の毒ガス製造工場、北九州曽根兵器製造所のような、侵略戦争と

加害の実態を伝える遺跡が放置され消滅の危機に瀕していることは看過できません。行政に

よる一刻も早い調査と保存を求めるものです。 

 

 ウクライナ、パレスティナでは戦争がもたらす殺りくと飢餓によって多くの大切な命が失

われ続けています。日本では、南西諸島の軍事力増強が公然と進められ、排他的な「日本人

ファースト」論や核武装論までもが唱えられ始めています。「戦後80年」を機に加害の歴史

を封じ込め、再び戦争の時代に向かおうとしているかのような主張に、「新たな戦前」とい

われる時代の空気がただよいます。こうした状況に抗し、「新たな戦争遺跡」を作らないた

めに、「加害」を含めた戦争の真実と平和への想いを次世代に継承していくことが、私たち 
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の運動の目的であることを再度確認します。敗戦から 80年を迎え、戦争の実像を正しく伝

えることはますます難しくなっていますが、私たちは全国各地の保存運動の教訓に学び、二

度と戦争をおこさせないための活動を盛り上げていきたいと考え、この運動をさらに前進さ

せることを誓って大会アピールとします。 

2025 年 8月 24日 第 28回戦争遺跡保存全国シンポジウム 信州まつもと大会 

 

地下壕展示会と講演会    運営委員 佐藤宗達 小山信雄 
 

 “日吉の本だな（日吉図書取次所）”でのパネ

ル展示会は今年で 3年目を迎えました。日吉の本

だなは、2022 年１月に慶應義塾大学日吉キャン

パス内（協生館１F）にオープンし、全ての横浜

市立図書館の本の貸出、返却サービスを行ってい

ます。8月 16 日（土）～9月 5日（金）まで、例

年通りのパネルの展示及びスクリーンによる見学

会の動画紹介に加え、8月 20 日（水）にはミニ

レクチャーを行い、多くの方々に参加いただき多

くの質問も頂きました。 

 また、港北図書館（菊名）でのパネル展示会、

および講演会も昨年同様に引き続き開催いたしま

した。展示会の期間は、7月 11日（金）～8月

16日（土）。今年は戦後 80年の節目の年という

こともあり、例年にも増して多くの方々の関心を

集めました。会場の港北図書館１階の“港北まち

の情報コーナー”での展示パネルに関心を持って

いただける方々も数多く、7 月 19日（土）と 8

月 2日（土）の両日には、個別の説明を行う“ミ

ニレクチャー”も行い、日吉台地下壕への関心と

理解を深めていただけました。8月 9日（土）に

は図書館二階の会議室で講演会を行いました。 

猛暑の日ではありましたが 23名の方々に

来場いただけ、90分の講演の後の質疑応答

時間には複数の方々から質問やご意見をい

ただきました。   

特に特攻隊の話、地下でのモールス信号

の話への関心はかなり高かったようで、「米

軍は日吉地下壕の存在を知って爆撃したの

か？」という質問もあり、アンケートにも

多くのご意見や感想をいただきました。地

下壕の存在を明確にご存じの方は数少な

く、「是非見学してみたい」とのご意見も多

く寄せられました。地道な活動ではありま

すが、今後とも継続して地下壕の存在を広

めて行ければと思います。 

 

 

報告 

日吉の本だな展示パネル 

港北図書館展示パネル 

港北図書館講演会 講師（小山、佐藤） 
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日吉海軍・設備アレコレ【43】地下壕竪坑の地上部の形 
運営委員 山田譲 

 

日吉の海軍地下壕には竪穴の通気口があります。その上部構造物が 1基だけ現存していま

す。見学会で案内している弥生式住居址脇の大きなキノコ型のものです。これをふくめて慶

應キャンパス内に 7本、日吉の丘公園下の艦政本部地下壕に１本、合計８本の竪坑がありま

した。そのうちで地上部がキノコ型だったと確認できるのは 4基です。現存物の他に、寄宿

舎前の 1基と自動車部練習場の所にあった 2基です。 

寄宿舎前の 1基については戦後、寄宿舎北寮で大学事務員として勤務していた中沢正子さ

ん（元運営委員、故人）が写真に残していました。自動車部の所の 2基は戦後の測量図の他

に、石原裕次郎主演映画「あいつと私」の中に写り込んでいました。 

人事局地下壕には竪坑上部が 2基ありましたが、その形状は戦後の測量図に描かれていま

す。その図面をもとにして立体図にしてみました。キノコ型とは全然ちがう形です。この 2

基を昭和 30年頃に撮影した写真が、慶應義塾・福澤研究センターにありました。この写真

には外形寸法が尺で書き込まれていて、この寸法は戦後の測量図とほぼ一致します。 

 

もう 1つ、自動車部の入口の東側斜面の途中にも竪坑がありましたが、その上部の形は不

明です。艦政本部地下壕の竪坑の上部も形状不明です。そういうわけで日吉の慶應キャンパ

ス内には竪坑が 7本あり、そのうち 4本の地上部はキノコ型だったということになります。 

では人事局地下壕の竪坑上部はなぜキノコ型ではなかったのか？ しかも独特の形をして

います。疑問がわきますが何の記録もありません。とはいえ多少の手がかりがあります。そ

れはこの竪坑ができたのが戦後だったということです。第 3010設営隊の隊長だった伊東三

郎氏は『海軍施設系技術官の記録』所収の回想記で次のように書いています。 

「終戦を迎えた直後、人事局首脳部から……『人事局々員は…この地下施設内で寝居を共に

して、残務整理に当たりたい。ついては、空気流通導坑の貫通を要望したい。』……作業開

始後旬日ならずして導坑は貫通した。途端に従来空気の澱み勝ちな地下施設内に、一陣の清

新な空気が流れ始め、人事局から手厚い感謝を表された」 

 そういうわけで爆撃への耐弾性を必要としない上部構造なので、ともかく造りやすい形に

したのではないかと思われます。とは言っても天井や壁厚はえらく分厚くできています。セ

メントが無駄ですが、ここはよくわかりません。戦時中の感覚を引きずっていたのでしょう

か。担当したのは第5中隊長の山高茂海軍技術中尉でした。この人は「現在日本道路公団広

島建設局局長」と書かれているので、強度第一の人だったのかもしれません。 

 

 

連載 
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 私の立体図に V1、V2と書いてあるのは、戦後の測量図の人事局地下壕図面に書かれてい

た符号です。Vは vertical shaft（垂直坑）です。V1と V2 では竪坑の内径と深さが違いま

す。V2は人事局地下壕の中心部にあり、V1 はそこよりも南寄りの位置です。深さがちがう

のは地表の標高が違うからです。測量図には等高線が描かれた地形図に地下壕が描き込まれ

た図面があります。これを見ると V1の地表の標高は 90フィート＝27ｍ、V2の地表の標高

は 110フィート＝33ｍで、標高差は 6ｍです。これは竪坑の深さの差と一致します。 

 ところで伊東三郎氏は回想記で他にもいくつか注目すべきことを書いています。 

 

①「昭和 25～26年の朝鮮事変で…アイケルバーガー大将率いる第一騎兵師団本部が、日吉

の地下施設利用計画立案のための予備調査測量を…松田平田設計事務所に依頼があった」 

②「その案内を引受けて日吉部隊・航空本部使用の地下施設戦跡を巡回案内した…が、各坑

口は米軍が硫黄島攻略の際地下壕を閉塞した工法と全く同じ手口で爆破閉塞」 

③ 「数か所に設けた建設資材搬入搬出および非常脱出坑兼用の耐弾式竪坑が見事換気の役

割を果し」ていた。「排水溝も土砂で閉塞されることなく、清浄な水を壕外に排水してお

る」。 

 

・戦後の測量図として私たちは福澤研究センタ

ー所蔵の図面を利用していますが、これは米軍

が朝鮮戦争の時期に日本の設計事務所に作成さ

せたものだったとわかります。ですから寸法は

フィート、インチで英文表記です。ただ私たち

の手元にあるものは「1955年作製」「慶應義

塾」所蔵文書になっています。たぶん慶應義塾

が図面を入手したのが 1955 年ということでし

ょう。 

 

・測量図には地下壕出入口に「caved in」（崩

落）と書かれているところがあります。米軍が

戦後「爆破閉塞」したので、測量時点でも崩落

したままだったようです。私たちは地下壕の外

の園芸農家との境界柵で、「明りが見えますが天井に穴が開いています」とお話しします

が、穴はこの爆破孔になります。 

 

・竪坑を建設資材搬入搬出にも使ったというのは、実際に作業していた設営隊長ならではの

記述です。完成後の使われ方としては人事局地下壕と同様の「空気流通導坑」です。爆撃な

どで出入口が破壊された時のための「非常脱出坑」も兼ねていたというのはこの記述が根拠

です。しかし 30ｍの高さを登っていくのは恐ろしいですね。戦時の切迫感を感じます。 

       

日吉台地下壕紹介の新聞記事、テレビ番組の紹介 

 
 本年は戦後 80年の年ということもあり、例年に増して多くのマスメディアの取材を受け

ました。内容のご紹介は出来ませんが以下の様な報道や新聞報道がありました。 

 

◇ＴＶ：テレビ神奈川「ハマナビ」(5/24)、ＮＨＫニュース 7（8/10） 

◇インターネットＴＶ：イッツコム地モト News（8/31） 

◇新聞：日本海新聞（5/25）、子ども佐賀新聞（5/27）、福井新聞（5/31）、 

信濃毎日新聞（6/1）、山形新聞（6/30）、神奈川新聞（8/6）、読売新聞（8/19） 

 

報告 

現存している耐弾式竪坑上部構造物 
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      海外戦跡めぐり(30)上海事変 中国 
     運営委員 佐藤宗達 

 

 1842年、阿片戦争の結果、中国（当時は清国）は英国と南京条約を締結。香港島割譲、

賠償金の支払い、上海ほか５港の開港、貿易の自由が決められた。その後、米国も便乗して

同じように条約締結し列強の中国侵略が始まった。英国は早くも 1845年、上海に土地を租

借して居留地形成、これが中国での最初の租界といわれる。租界というのは、中国の開港地

に不平等条約の規定によって外国が土地を借り、治外法権を行使するエリアのことで、中国

政府が関与できない事実上の植民地が形成されていった。上海の租界は当初、英米仏の３国

が専管租界を持っていたが英米は併合して共同租界となった。 

日本は日清戦争後の下関条約などを足掛かりとして中国進出を図り上海共同租界の虹口地

区に通称日本租界を設けた。虹口地区は蘇州河の北側にあり南側とは外白渡橋（ガーデンブ

リッジ）が架けられてある。上海で紛争があると避難民が虹口に雪崩れ込むので日本軍がガ

ーデンブリッジで検問・遮断していた。 

「第一次上海事変」1931年 9月 18日、日本軍が関与したと言われる満州事変で日本軍が

満州を制圧、翌 1932年には満州国を建国した。中国ではこれに呼応して上海で排日貨運動

が起こり、ストライキが頻発、不穏な状況となった。1932 年 1月 18日には日本人僧侶襲撃

事件が起こった。これを機に 1月 28日、日中の軍事衝突となった。当時上海には海軍陸戦

隊 1,000名しかおらず軍艦から 1,700名上陸させ、さらに陸戦隊の増員と陸軍の派遣となっ

た。3月 3日に戦闘が日本軍の優位に終わったのを受けて停戦が成立、英国の仲介で 5月 5

日停戦協定が成立した。停戦交渉中の 4月 29日上海・虹口公園での天長節祝賀式典に爆弾

が投げ込まれ白川大将が死亡、野村吉三郎大将、重光葵公使らが重症を負った。1945年 9

月 2日ミズーリー号での降伏文書署名に臨む重光葵外相の杖の姿が印象的です。 

「第二次上海事変」1937年 7月 7日の盧溝橋事件に端を発した北支事変を収拾する動き

に対して上海海軍特別陸戦隊は大山勇夫中尉と斎藤一等水兵に中国軍の軍事秘密地・虹橋飛

行場に突入せよと口頭密命を出した。8月 9日 大山・斎藤の車は飛行場に侵入、正門近く

で保安隊に射殺された。大山事件である。これは現地海軍が仕掛けた謀略であったがメディ

アをとおして日本国民の中国保安隊にたいする憎悪心、敵愾心を煽った。13日には全面的

な軍事衝突へと発展した。14 日には日本艦艇を狙った中国機が共同租界を誤爆、パレスホ

テルとキャセイホテル前の路上に着弾、多数の死者・負傷者をだした。 

中国訪問中のロバート・ラ

イシャワー（元駐日大使ライ

シャワー博士の兄）も巻き添

えで死亡している。15日には

日本海軍機が南京渡洋爆撃を

開始した。日本陸軍は上海派

遣軍を編成、上海に上陸した

が中国軍の激しい抵抗にあ

い、苦戦を強いられた。11 月

5日上海南方 60kmの杭州湾か

ら上陸すると退路を断たれる

かもしれないと 11月 9日中国

軍は一斉に退却し始めた。そ

して日本軍は中国軍を追撃、

首都南京へ進軍、南京事件へ

突き進むのであった。 

 

連載 

上海蘇州河に架かる外白渡橋（ガーデンブリッジ）（古絵はがき） 
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東急東横線 100 周年フォーラム（一般社団法人地域インターネット新聞社 

横浜日吉新聞 主催）沿線 5 駅の未来を語る（日吉・綱島・大倉山」・菊

名・妙蓮寺）開催される                  副会長 喜田美登里 

  

 8月 19日 慶應義塾大学日吉キャンパス 藤原洋記念ホールにて「沿線 5駅の<未来を語

る」として、東急東横線 100 周年を記念するフォーラムが開催されました。 

 主催は地域インターネット新聞横浜日吉新聞。協力・後援は 東急、慶應義塾、港北区役

所、連合町内会他。当日は各駅を語る 5人の登壇者がテーマごとに 5駅を語る「パネルディ

スカッション」で 5駅の未来像と課題、駅に寄せる 5氏の思いが語られました。 

 

 「日吉駅」 都倉武之さん （慶應義塾福澤研究センター教授） 

 「綱島駅」 吉田律人さん （横浜都市発展記念館・主任調査研究員） 

 「大倉山駅」林宏美さん  （公益財団法人大倉精神文化研究所・図書館運営部長） 

 「菊名駅」 高木暁子さん （高木学園理事長・英里女子学院校長） 

 「妙蓮寺駅」酒井洋輔さん （松栄建設株式会社・妙蓮寺ニコニコ会副会長） 

   コメンテーター  竹内敏浩さん（東急株式会社「東急 100年史」担当） 

  橋本志真子さん（一般社団法人地域インターネット新聞社代表理事） 

司会 広瀬未来さん 

   

 日吉駅前の慶應義塾大学日吉キャンパスには、「日吉台地下壕」があり、大倉山駅山上の

大倉精神文化研究所には同じく戦争の末期に海軍気象部が置かれていました。「地下壕」に

ついて調べていくと、日吉近隣地域の歴史も知る事になりますが、東横線 100周年を迎える

現在、この地域には各々の駅ごとに再開発による変化が起きようとしています。 

 パネルディスカッションでは、「駅の未来像」という問いに答える中、各駅のキーワード

を出すところから話が進められました。 

日吉駅の都倉武之さんは、「交通＝文明開化」（福澤諭吉）として、「日吉ミュージアム」

のフリップを掲げ、「何か拠点となるような場所を作り出せたらいい、この先、交通によっ

てどんな日吉駅がうまれていくか？日吉には学問があり、商業、住環境など、様々な要素で

の発展の可能性がある。戦争遺跡の地下壕もある。」と話されました。 

 

 「綱島駅」吉田隼人さんは「桃」「温泉」歴史的に人の集まる場所であった事。 

 「大倉山駅」林宏美さんは「駅前広場」「駅ビル」「地域だけの学び」愛着を育む学び 

「菊名駅」高木暁子さんは「ここから（5～10年）正念場」街のインフラの課題解決 

「妙蓮寺駅」酒井洋輔さんは「ずっと平屋」「静」 東横線唯一の平屋駅舎 

 

コメンテーターからは創業者

五島慶太は学校の誘致に熱心だ

ったことで地域は学校が多かっ

たり、教育熱心な地域なので、

これからもその雰囲気を醸成し

ていきたい。しかし現在の横浜

のイメージとプレハブや老朽化

した校舎とのギャップが激しい

等々、ディスカッションが続き

ました。 

報告  
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 6月 25日（水）、30日（月）の両日、川崎市立東住吉小学校 6年生 3クラス（85名）の

見学会がありたくさんの感想文を頂きましたので、これから何回かに分けて紹介させて頂き

ます。 

◇先日は、地下壕の中に入れてもらい、ありがとうござ

いました。とても貴重な体験ができました。私が思った

ことを、いくつかしょうかいします。まず、地下壕の中

やかべが、80年前につくられたとは思えないくらい、き

れいでした。最近の普通の地下通路とあまり変わらない

ように見えました。まだ木造の家が多い時代ですが、木

よりもじょうぶなコンクリートを使って、今回の地下壕

のように大規模な構造物を造る技術がすでにあったと分

かり、「戦争の時代って、意外と最近なんだな」と思い

ました。また、そのような技術があったならば、「戦争

のためではなく、日本を発展させるために使っていった

ら良かったのにな」とも思いました。戦争を指導してい

る人は安全な場所にいるのに、若い人達が自ら敵にとつ

げきしていったり、民間人が原爆や空襲により大勢亡く

なったりしていて、戦争のひどさを改めて実感しまし

た。このようなことは、もう二度とくり返して欲しくな

いです。そんな思いを次の世代に伝えるためにも、日吉

台地下壕は残していくべき物であると思いました。 

 

◇先日は地下壕を拝見させていただきありがとうございました。一九四四年に建てられたと

いうのに、かべやゆかもまだまだ丈夫だったので、海軍がとても貴重な存在であり、大きな

支配力を持っていた、と思いました。特攻隊の話の時に、モールス信号をお聞きしたとき、

最初の普通のモールス信号とは違い、途中から「ピー」という音が鳴り続けており、死の知

らせを海軍がこんなふうに聞くことに驚いたし、この知らせがたくさん届くのはどういう気

持ちなのか気になりました。また地下壕のとなりには人が住んでいるとおっしゃっていて、

何気ない日常でも、となりでずっと戦争について話しているのを聞いてしまうなんて嫌にな

りそうだと思いました。 

 

◇私は、日吉台地下壕に行って良い経験になったと思いました。月曜はありがとうございま

した。ガイドの人に質問をすると、すぐに答えてくれてとても貴重な経験になりました。次

は、また日吉台地下壕に入ったりせずに、学校に来て、戦争を語るようなことを是非やって

ほしいと思いました。画像を見るより実際に見た方がより印象にのこって戦争が恐ろしいこ

とが改めて理解できて、良いことを知ることができました。当時、戦争があったときの国民

のような気持になれて、とても参考になりました。改めて誠にありがとうございます。 

 

◇私は地下壕に行って、特に印象に残ったのは作戦室での話です。保存の会の方が、「地上

ではたくさんの人が亡くなっているのに、地下で司令をしている人たちには何も被害がな

い」という話をしていました。民間人、つまり弱者がきずついているのに、戦争に積極的に

関わっている人は安全。そんな当時の様子を、遺跡があらわしていることにおどろきまし

た。戦争のたいけん談も貴重ですが、遺跡を見て、考えたり、知ったりすることも大切だと

分かりました。日吉の地下壕は、残していかなければならない、国の負の遺産だと思いま

す。 

見学会の感想文  

感想文集の表紙 
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◇ぼくは日吉台地下壕を見て昔はどうやって暗いのに明るくしていたのだろうと思ったり、

機械が置いてあった場所があり、どんな機械があったのか気になりました。作戦室はけっこ

う広かったのに約二ヶ月で作っていて、地上から生コンクリートを入れて作っていてびっく

りしました。特攻作戦で入った人がかわいそうだとも思いました。人間魚雷は中に入ったら

出れなくなったり、「ツー」という音を出しながら特攻して「ツー」が切れたら敵にあたっ

たか、敵にやられたかということらしいです。入ったら死ぬしかないので、もうこんなこと

がおきてほしくないと思いました。ありがとうございました。 

 

◇私は、行く前 80年もたっているからぼろぼろで少し修ぜん（こわれないようにこてい）

されているのかな？と思っていたけど、80 年たった今でも修ぜんとかされなく（階段とか

空気こうとかあぶないもの以外）「じょうぶにできているんだな」と思いました。そしてコ

ンピューターなどないのに、約二ヶ月ほどで作ったというのはびっくりしました。あと特攻

兵はもともと知っていたけど、ロケットのしかしらなく「伏龍」と「回天」と「震洋」は知

らなかったのでいい勉強になりました。あとロケットの「桜花」というのも知らなかったで

す。この前聞いた話をこれからの総合にいかして、語り部になれるようにこれからもがんば

りたいです。この前はありがとうございました。 

 

◇私は、先日日吉台地下壕にいき、最初のところは手がとどきそうな高さだったてんじょう

が、作戦室にいったら高さ 3ｍというすごく高い高さだったので、びっくりしました。他に

も、私は総合的な学習の時間で特攻隊について、を学習していて、特攻機は飛行機が中心的

だったため、船（魚雷？）にのってもいたこと、のると出られなかったこと、ツーという音

についてなども、台本にたして練習したいなと、思いました。80年前につくられた地下壕

だから、あまりキレイではないのかなと思っていたけれど、キレイにせいびされてて、すご

く歩きやすかったです。あと、しりょうにすごくわかりやすくまとめてあって、とてもやく

にたちました。先日は本当にありがとうございました。 

 

◇先日は、地下壕を案内してくださり、ありがとうございました。私は、地下壕へ行ってお

そろしいことを当時の日本はしようとしていたのだということがとてもよく分かりました。

例えば、一般の人達は、米を 1日に 2回食べられるかどうか分からないくらいなのに、海軍

総司令部の人はフランス料理のフルコースや、米もたくさんあったと聞いて格差があまりに

もあっておどろきました。また、地下壕のへやで、とっこうたいがモールス信号で、「ツ

ー」とうちながらとっこうし、その音が途切れたときが兵士のさいごだ、という言葉を聞い

て心が苦しくなったし、それを聞くのが 14～17歳の子どもで、その子たちは、すごく、ボ

ロボロの建物ですごしていたことを知って、今の自分は幸せだと思いました。もうこのよう

なことがおきないように、もっと戦争について調べ、発表していきたいです。 

 

◇今回私たちが地下壕に行ってみて思ったことは、この中で人がすごしていたのかなど、く

らくても物は見えたのだろうかと思ってしまいましたし、ここにはどのような家具があった

のだろうか、などを考えていました。それでぼくが一番なやんだのはこの約 5㎞の地下壕を

何年かけて作ったのだろうかと思いなやんでいました。話は変わりますが、とっこうたいの

話を聞いて、どうして昔の日本人はとっこうたいなどを作っていたのだろう、人の命をなん

だと思っているのだろうと思い、ぼくたちだったらとっこうたいを作らず、あきらめていた

と思います。話を聞いていて早くせんそうをなくしたいと思いました。 

 

◇日吉台地下壕をたんけんして、戦争で非常口や出口だったところが今はふさがれてたり、

いろいろな部屋や、中には戦争での非常で使うものたちがたくさんあってびっくりしまし

た。地面には水たまりや穴などもあってびっくりした。他にもいろいろなことを教えてくれ

てありがとうございました。 
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活動の記録 2025 年 7 月～10 月 
7/11㈮～8/16㈯ 日吉台地下壕パネル展示会（港北図書館 1階） 

7/19㈯ 地下壕見学会 専修大瀬口ゼミ 19名 

7/19㈯ 港北図書館ミニレクチャー 4名 

7/23㈬ 青山学院横浜英和高校見学会 8名 

7/26㈯ 定例見学会 28名 

7/30㈬ 慶應義塾横浜初等部 見学会 14 名 

8/2㈯  港北図書館展示のミニレクチャー（港北図書館 1 階）17名 

8/5㈫  （一社）日本天文教育普及研究会 見学会 22名 

8/6㈬  定例見学会 35名 

8/9㈯  港北図書館講演会（港北図書館会議室） 23名 

8/16㈯～9/5㈮ 日吉地下壕パネル展示会（協生館 日吉の本だな） 

8/20㈬ 日吉の本だな展示のミニレクチャー 8名 

8/23㈯～25㈪ 第 28回戦争遺跡保存全国ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ信州まつもと大会（松本第一高等学校） 

23㈯ 記念講演・全体会・交流会 

24㈰ 分科会 第 1分科会：保存運動の現状と課題 第 2分科会：調査の方法と保存整備

の技術 第 3分科会：平和博物館と次世代への継承 

25㈪ フィールドワーク 

  ＊駒ヶ根市登戸研究所平和資料館（１日コース） 

  ＊松本市の戦争遺跡・松本市北部戦跡（半日コース） 

＜大会参加者 延べ 300名＞ 

8/30㈯ 定例見学会 45名 

9/4㈭  運営委員会（来往舎小会議室） 

9/10㈬ 定例見学会 49名 

9/23㈫ ガイド学習会（日吉地区センター） 27名 

9/25㈭ 地下壕見学会 慶應義塾大学学生総合センター 21 名 

9/27㈯ 定例見学会 47名 

10/2㈭ 運営委員会（来往舎小会議室） 

10/8㈬ 定例見学会 46名 

 

〇お問合せ・申込みは見学会窓口まで 

 

 

 

連絡先 
（見学会）電話 080-5612-6344   佐藤 メールアドレス  hiyoshidaichikagou@gmail.com 

 

（会計）亀岡敦子：〒223-0064 横浜市港北区下田町 5-20-15  電話 045-561-2758    

 

（その他）喜田美登里：〒223-0064 横浜市港北区下田町 2-1-33 電話 045-562-0443 

 

    ホームページ・アドレス：http://hiyoshidai-chikagou.net/  

日吉台地下壕保存の会会報         

発行：日吉台地下壕保存の会運営委員会   

会長 阿久澤武史 

年会費：二千円 

郵便振込口座番号：00250-2-74921 

加入者名：日吉台地下壕保存の会 

赤とんぼ 

改装工事中チャペル前での見学会 

http://hiyoshidai-chikagou.net/

